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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 19日 (2007.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
減 圧 弁 組 立 体 α に お い て は 、 図 示 し な い 水 道 配 管 か ら 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 供 給 さ
れ た 水 道 水 が 、 逆 止 弁 γ と 管 部 材 ３ ０ ０ と を 通 っ て 減 圧 弁 β の 入 口 筒 部 ２ ０ ３ に 到 達 す る
。 水 道 水 は 、 入 口 筒 部 ２ ０ ３ に 連 通 す る 一 次 側 開 口 ２ ０ ２ を 通 り 、 周 溝 ２ ０ １ ａ と 周 溝 １
０ １ ａ と に よ り 形 成 さ れ た 環 状 通 路 ２ ０ へ 流 入 し 、 環 状 通 路 ２ ０ か ら 弁 流 入 口 １ ０ ６
を 通 っ て シ リ ン ダ １ ０ １ 内 へ 流 入 し 、 シ リ ン ダ １ ０ １ 内 を 弁 座 １ ０ ４ へ 向 け て 流 れ 、 弁 座
１ ０ ４ と 弁 体 １ ０ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 っ て シ リ ン ダ １ ０ １ か ら 流 出 し 、 二 次 側 開 口 ２
０ と 出 口 筒 部 ２ ０ ５ と 通 っ て 減 圧 弁 β か ら 流 出 す る 。 減 圧 弁 β か ら 流 出 し た 水 道 水 は 、
図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器 に 供 給 さ れ る 。
水 道 水 が 弁 座 １ ０ ４ と 弁 体 １ ０ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 る 際 に 、 圧 力 損 失 が 発 生 し 、 水 道
水 は 減 圧 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
減 圧 弁 組 立 体 Ａ に お い て は 、 図 示 し な い 水 道 配 管 か ら 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 供 給 さ
れ た 水 道 水 が 、 逆 止 弁 Ｄ と 管 部 材 ４ ０ と を 通 っ て 減 圧 弁 Ｂ の 入 口 筒 部 ３ ３ に 到 達 す る 。 水
道 水 は 、 一 次 側 開 口 ３ ２ を 通 っ て 、 筒 部 ３ １ の 内 周 面 と 周 溝 １ １ ａ と に よ り 形 成 さ れ た 環
状 通 路 ３ へ 流 入 し 、 環 状 通 路 ３ か ら 弁 流 入 口 １ ６ を 通 っ て シ リ ン ダ １ １ 内 へ 流 入 し 、
シ リ ン ダ １ １ 内 を 弁 座 １ ４ へ 向 け て 流 れ 、 弁 座 １ ４ と 弁 体 １ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 っ て
シ リ ン ダ １ １ か ら 流 出 し 、 二 次 側 開 口 ３ と 出 口 筒 部 ３ ５ と を 通 っ て 減 圧 弁 Ｂ か ら 流 出 す
る 。 減 圧 弁 Ｂ か ら 流 出 し た 水 道 水 は 、 図 示 し な い 接 続 配 管 を 介 し て 図 示 し な い 水 関 連 機 器
に 供 給 さ れ る 。
水 道 水 が 弁 座 １ ４ と 弁 体 １ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 を 通 る 際 に 、 圧 力 損 失 が 発 生 し 、 水 道 水 は
減 圧 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
樹 脂 を 多 用 し た 減 圧 弁 Ｇ は 、 従 来 の 減 圧 弁 β に 比 べ て 耐 圧 性 能 が 低 い の で 、 ウ ォ ー タ ー ハ
ン マ ー 等 に よ り 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を 超 え て 上 昇 す る と 、 ボ デ ィ ５ ０ が 形 成 す る 入 口 筒 部 ６
４ 、 シ リ ン ダ １ 等 の 、 弁 座 ５ ４ と 弁 体 ５ ５ と の 間 の 環 状 隙 間 よ り も 上 流 側 に あ る 樹 脂 で
形 成 さ れ た 一 次 側 通 路 が 、 損 傷 す る お そ れ が あ る 。 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ に お い て は 、 逆 止 弁 Ｉ
と 減 圧 弁 Ｇ と の 間 に 排 水 弁 Ｈ を 配 設 し 、 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー 等 に よ り 一 次 圧 が 適 正 範 囲 を
超 え て 上 昇 し た 時 に 、 排 水 弁 Ｈ を 介 し て 高 圧 の 水 道 水 を 減 圧 弁 組 立 体 Ｆ 外 へ 排 水 す る こ と
に よ り 、 減 圧 弁 Ｇ を 保 護 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
α 、 Ａ 、 Ｆ 　 減 圧 弁 組 立 体
　 β 、 Ｂ 、 Ｇ 　 減 圧 弁
Ｃ 、 Ｈ 　 排 水 弁
γ 、 Ｄ 、 Ｉ 　 逆 止 弁
Ｅ 、 Ｊ 　 負 圧 作 動 弁
１ ０ 、 １ ０ ０ 　 減 圧 弁 カ セ ッ ト
１ １ 、 ５ １ 、 １ ０ １ 　 シ リ ン ダ
１ ２ 、 ５ ２ 、 １ ０ ２ 　 ピ ス ト ン ヘ ッ ド
１ ３ 、 ５ ３ 、 １ ０ ３ 　 第 １ ピ ス ト ン ロ ッ ド
１ ４ 、 ５ ４ 、 １ ０ ４ 　 弁 座
１ ５ 、 ５ ５ 、 １ ０ ５ 　 弁 体
１ ６ 、 ５ ６ 、 １ ０ ６ 　 弁 流 入 口
１ ７ 、 ５ ７ 、 １ ０ ７ 　 第 ２ ピ ス ト ン ロ ッ ド
１ ８ 、 ５ ８ 、 １ ０ ８ 　 ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ９ 、 ５ ９ 、 １ ０ ９ 　 感 圧 室
２ ０ 、 ６ ０ 、 １ １ ０ 　 ダ イ ヤ フ ラ ム ケ ー ス
３ ０ 、 ２ ０ ０ 　 減 圧 弁 ボ デ ィ
３ １ 、 ２ ０ １ 　 筒
３ ２ 、 ２ ０ ２ 　 一 次 側 開 口
３ 、 ２ ０ 　 二 次 側 開 口
３ 、 ２ ０ 　 環 状 通 路
５ ０ 　 ボ デ ィ
３ ３ 、 ６ ４ 、 ２ ０ ３ 　 入 口 筒 部
３ ５ 、 ６ ５ 、 ２ ０ ５ 　 出 口 筒 部
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

(2) JP 2006-48549 A5 2007.6.14

５

部

４ ４
６ ６



【 図 １ 】
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【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
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